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『調査と社会理論』・研究報告書 31 
伊達市におけるアイヌ民族の現状と地域住民 

 

 

正誤表 
 
本書に下記のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。 
 
 
43 頁 下から 5 行目 

「否定的」であった者（7.7%） → 「否定的」であった者（5.1%） 
 
44 頁 表 3-3 

壮年層 現在「どちらでもない」×過去「否定的」の数値 
（誤）3（16.7%） → （正）2（11.1%） 

  
 壮年層 現在「どちらでもない」×過去「どちらでもない」の数値 
 （誤）15（83.3%） → （正）16（88.9%） 
 
 合計 現在「どちらでもない」×過去「否定的」の数値 
 （誤）3（7.7%）  → （正）2（5.1%） 
 
 合計 現在「どちらでもない」×過去「どちらでもない」の数値 
（誤）34（87.2%） → （正）35（89.7%） 

 
49 頁 表 3-5 
 「青年層」×今後実践したい文化「あり」の数値 
 （誤）5（55.6%） → （正）6（66.7%） 
 
「青年層」×今後実践したい文化「なし」の数値 
（誤）4（44.4%） → （正）3（33.3%） 
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 「合計」×今後実践したい文化「あり」の数値 
 （誤）22（46.8%） → （正）23（48.9%） 
 
 「合計」×今後実践したい文化「なし」の数値 
 （誤）25（53.2%） → （正）24（51.1%） 
57 頁 表 3-8 
 合計 現在「どちらでもない」×今後「積極的」の数値 
 （誤） 2 → （正）1 
 
 合計 現在「どちらでもない」×今後「どちらでもない」の数値 
 （誤）36 → （正）37 
 
58 頁 表 3-9 
 「過去」×「否定的／消極的」の数値 
 （誤） 3 → （正） 4 
 
 「今後」×「どちらでもない／意識しない」の数値 
 （誤）40（85.1%） → （正）39（83.0%） 
 
 「合計」×「どちらでもない／意識しない」の数値 
 （誤）116（82.3%） → （正）115（81.6%） 
 
86 頁 表 6-1  

「合計」×「女性」の数値 
（誤）317（54.2%） → （正）318（54.2%） 

 
102 頁 下から 3 行目 

（誤）           （正） 
「3 世代ともゼロである。」 → 「3 世代中 2 世代においてゼロである。」 

 
以上 


